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まず、「きのことは何か」という紹介を筆者がおこなった。きのこは菌類に属し、菌糸で構成され胞

子で増える生物である。特に肉眼的な大型の子実体（きのこ）をつくるものをきのことよび、大部分は

担子菌類に属する。この仲間は歴史的には約 1～ 2 億年程前に成立した分類群であり、北半球をおお

うブナ科、マツ科、カバノキ科の森林はきのこ類と共進化し、きのこと共生し外生菌根をつくることに

よって、より過酷な環境へ植物が進出することを可能にした。その結果、現在北半球では、亜熱帯から

高山まで、森林の共生菌として（また腐生菌も含めて）、多様なきのこ類を沢山みることができる。動物

は植物遺体を直接利用できず、菌類に分解させて摂取しているが、またその方が滋味豊かであり、人も

きのこを食料として利用してきた。そして「きのこ文化」も多様なきのこ類が棲む北半球の森林で花開

き、いまだに人類を魅了しつづけている。

次に奥沢康正氏（京都市、奥沢眼科医院）に「日本の歴史の中のきのこ」と題して、医書、文学書、

本草書などの中に登場するきのこ類について紹介頂いた。これは日本の医療史を調査する過程での収穫

という。公家や寺院の日記には平安時代からのマツタケ狩りの記述や、贈答品としてのマツタケ、ヒラ

タケ、ショウロなどの具体的な記述が豊富である。また食材として様々なきのこが登場するものもある

（御湯殿上日記など）。医者としての視点から、江戸期の京の眼科医、柚木常盤が著した冬虫夏草図譜の

こと、明治になって田中延次郎と猪子吉人の毒きのこをめぐる論争、など。日本の医学史のなかでのき

のこのあつかわれ方や、漢方薬として利用されてきたきのこ類のことなどについて広く紹介頂いた。

最後に、著名な菌根研究者で、現在では熱帯雨林をきのこを利用して再生に取り組んでいる小川眞氏

（関西総合環境センター）から「森・きのこ・里山」と題する話があった。元来きのこは森のなかで進

化してきたものであり、森ときのこは互いに長い年月の間に共生系として成立した。人はその共生関係

の中に闖入した新参者であり破壊者である。大気汚染や酸性雨などによる森ときのこの共生系の破壊は

今日的な話題である。しかし、日本の里山にみられるように、人と森が安定的に共生できる関係もある。

例えば炭焼きなど。里山から炭として毎年生産されるエネルギー量は膨大であるが、日本では里山を炭

焼経営などを通して長期的に安定維持管理してきた。「炭焼き」には、自然からエネルギーを安定的に

引き出す千年の智恵がつまっているのではないか、この智恵は世界の財産ともいえるもので、熱帯雨林

と焼き畑などの問題を解決する手段となりえるのではないか、という提案も含まれていた。

2話目が終わった段階で質疑応答をおこなった。きのこは漢方薬として古くから利用されてきたが、

それは何故なのか。漢方として利用されるきのこには、茯苓、雷丸など地下生菌が多い。地下生菌は地

中に存在する点で採集が難しく稀品であり、加えて地中に子実体を生じる点から神秘を感じさせ、それ
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らの性質から人は薬効を期待したのではないか。また冬虫夏草という著名な漢方薬も、植物と動物が交

錯するようなその姿に神秘の力を感じたのではないか。様々な薬効成分をもつ菌類に、それらの神秘的

な認識が重なり、今日まで薬としての利用を訴える力を持ち得たのではないか。

三浦励一（京都大学農学部、コメンテイター）氏から、きのことりは男の文化、山菜採り／キノコ狩り

という言葉の使い分けには意味があるのではないかという質疑をうけた。マツタケに代表されるような

菌根菌は、いつどこに発生するか不確定という側面をもち、多分に「狩り」の要素を持つのではないか。

そのようなきのこ狩りの場合、個人の経験・勘・創意工夫が必要とされ、収穫量に個人の技量が大きく

発揮される。一方、山菜のように、いわば「畑」のような場所へ行けばかならず一定の収穫がある、い

わば「山菜採り」的なものもある。腐生菌ナメコ、ハタケシメジなどは、山菜採りの側面をもつのでは

ないか。きのこ狩りには「狩り」の側面と「山菜採り」の 2つの性格があるのではないか。

翌日の 28 日、きのこ観察会が開催された。相良直彦京都大学名誉教授の案内で秋の里山、瓢箪崩山

を歩き、きのこを採集した、参加者は人類と森ときのこの未来に思いを馳せた。

吹春俊光（千葉県立中央博物館）


